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序 

 
 

 運輸総合研究所ワシントン国際問題研究所では、2003 年から毎年、定点観測

的に、米国航空産業に係る様々なデータ分析を通じて、その現状と今後の展望に

ついて調査報告をしてきている。 

 世界中の航空市場が新型コロナウイルス感染症による影響から回復してきて

おり、特にアメリカの航空市場は他国に先駆け、本格的な回復を遂げたところで

ある。このような中、本報告では、まず第１部で、アメリカ航空産業の需給状況

等に関する調査結果を基に、2023 年におけるアメリカ航空市場の需給状況やエ

アラインの損益状況等について解説する。これに加え、同国の最新トピックを紹

介し、今後の展望を描く。 

次に、第二部で、北米空港における民間セクターの参画動向について、現状や

連邦政府の関連プログラム等を整理した上で、実際の PPP 事例や関係者の考え

等を基に米国・カナダ・メキシコの特有の事情や問題点を洗い出し、今後の北米

空港市場への民間参画にかかる課題や見通しについて紹介する。 

 本調査が、読者各位の業務・研究の一助となれば大変な幸いである。 

 最後に、本書の作成を含め、当研究所の活動に対して⾧年にわたり全面的にご

支援を頂いている日本財団に対し、深く御礼を申し上げる。 
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